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4.3.1 津波遡上高・被害の調査及び結果の整理 

 

(1) 調査研究の目的と概要 
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 (c) 調査研究の目的 

 平成 15 年（2003 年）十勝沖地震は、平成 15 年 3 月に政府の地震調査研究推進本部の発

表した「千島海溝沿いの地震活動の長期評価」で想定された十勝沖の地震沖（想定Ｍ8.1

前後、30 年以内の発生確率 60％程度）であると考えられているが、1952 年十勝沖地震と

比較して地震や津波の規模がやや小さいことも指摘されている。 

 2003 年十勝沖地震により発生した津波による遡上高調査は、地震発生時直後から全国の
様々な機関によって行われた（北海道大学・東北大学・秋田大学・京都大学・東京大学・

防衛大学校・気象庁（気象研究所・札幌管区気象台を含む）・港湾空港技術研究所・産業技

術総合研究所・人と防災未来センター・海洋研究開発機構等）。本研究では、全ての遡上高
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調査結果を一元化し、それらのデータを統一的・総合的に解析し、詳細で均質な津波遡上

高データを作成し、その結果を 1952 年十勝沖地震の津波高と比較する。 

 

(2)調査研究の成果 

 

(a) 調査研究の要約 

  様々な機関により調査された 2003 年十勝沖地震による津波遡上高を統一的・総合的に

処理した。1952 年十勝沖地震の津波遡上高は 2003 年十勝沖地震の津波遡上高に比べて釧

路から東（昆布森から霧多布の間）で明らかに大きい。これは 1952 年十勝沖地震の波源が

2003 年十勝沖地震よりも東に延びている可能性を示唆している。 

  

(b) 調査研究の実施方法 

2003 年十勝沖地震による津波遡上高は最大で４ｍ、ほとんどの場所で 3ｍから１ｍ程度
の津波痕跡調査であり、測定方法や測定根拠の違いさらには潮汐補正方法の違いなどが遡

上高算出に影響を及ぼす可能性が高い。これらの影響を出来る限り取り除き、均質で精度

よいデータを作成するため、各機関の代表者が集まって津波調査結果整理会（１月 24-26
日）を開催した。会議では、全ての津波遡上高測定点での測定根拠を明らかにし、精度の

良いデータと悪いデータを整理し、統一的な遡上高測定データを作成するための処理方法

を決定した。会議後は、各機関で連絡を密にとりつつ、津波測定結果を統一的にまとめた。

会議前に津波痕跡追調査を行った箇所もある。 
 

(c) 調査研究の成果 

 

1）津波遡上高調査表 
まず津波遡上高調査表（表１）を作成した。津波遡上高調査表には、地点番号、観測

点名、現地調査の日時、緯度・経度、測定場所の情報、津波遡上高認定根拠、津波遡上高

測定高（cm）、調査時の潮位高（東京湾平均海面（TP）より）、最大津波到達時刻、最大
津波到達時刻での潮位高（TP より）、潮位高参照地点、最大津波到達時の津波高（cm）、
TP 上からの津波高（cm）、および調査グループ名を示す。 
ここで津波遡上高認定根拠は浮遊物、目撃証言、建造物痕跡、海岸痕跡、その他の５

つに分類する。各地点の潮位高は、６つの検潮記録（花咲、釧路、浦河、下北、八戸、宮

古、大船渡）と気象庁の潮位表から計算可能な６地点（落石、厚岸、十勝（広尾）、歌露、

山田、気仙沼）から一番近い記録を選び推定した。どの記録を使用したか潮位高参照地点

として表に示す。２つの地点名が記入されている場合は２つの地点の平均を持って潮位高

とした。 
最大津波到達時刻は近傍の検潮記録より推定した。ただしえりも岬の西側、えりも岬

から浦河の間、では最大津波は後続波（境界波）であった事が確かめられており、検潮記

録のみから推定するのは難しい。そこで上記の地点の最大波到達時刻としては Yamanaka 
and Kikuchi (2003)の断層モデルを用いて津波の数値計算を行い、各地点での津波境界波
の到達時刻を用いた(Tanioka et al, 2004a 参照)。 



 3

データの中で信頼度が落ちると考えられるものは、別枠とし信頼度の低い測定として

後に付けた。たとえば 9 月 26 日に測定されたデータは測定時にまだ津波がおさまってお
らず、潮位補正誤差が大きい。さらに津波が小さいことを確認したデータは参考値として

最後に付けた。全調査地点は 241 点、そのうち信頼度の高い調査地点は 211 点であった。
その内、津波被害の大きかった十勝港内に 30 点、大津漁港内に 41 点ある。津波高は誤差
を考え有効数字２桁とした。各津波遡上高調査地点での詳細な説明は参考資料として添付

する。 
 

2）2003 年十勝沖津波遡上高の概要 

  図 1 に信頼度の高い津波遡上高 211 点の分布を示す。津波遡上高の最大は約４ｍであ

った。４ｍの津波が測定されたのは、えりも岬百人浜、晩成温泉周辺、末広（厚岸湾の外）

であった。その内末広で測定された４ｍの津波は非常に局所的で 1-２km 程度の長さの浜に

集中している。末広周辺での津波遡上高は 1-2m になっており、末広で津波遡上高が 4m に

なったのは局所的な海底地形の影響と考えられる。末広を除いて津波遡上高調査の結果の

全体像をまとめると次の様になる。えりも岬より東側で大津漁港より西側の沿岸で津波遡

上高は高く約 3m 程度であった。えりも岬から西側で浦河より東側の沿岸では津波遡上高は

少し小さくなり約２m 程度であった。また大津漁港からさらに東側で白糠より西側の沿岸

では津波遡上高はやはり少し小さくなり約２ｍ程度であった。さらに西や東に進むと津波

遡上高は 2m 以下になる。東北地方（宮古や気仙沼）では津波は 1m 以下であった。北海道

でも根室半島では津波は 1m 程度になっている。これらの結果は、津波を発生させた波源域

が十勝港から晩成温泉の沖にある事を示唆しており、2003 年十勝沖地震で大きく破壊され

たプレート境界の場所が地震波形や地殻変動データや津波波形など様々なデータから十勝

港や晩成温泉の沖に推定されている事と調和的である（Yamanaka and Kikuchi, 2003, 

Kuketsu et al., 2004, Hirata et al., 2004, Tanioka et al., 2004b 等）。 



 4

 

図１津波遡上高調査表の結果の中で信頼度の低い結果及び、参考値を除き信頼できる調査

結果のみをプロットした。 
 

3）2003 年と 1952 年の十勝沖地震の津波遡上高比較 

 図２に 2003 年十勝沖地震による津波遡上高と 1952 年十勝沖地震による津波遡上高（中

央気象台、1953）を比較する。釧路から西では両者は非常に良く似た分布を示している。

しかし釧路から東、特に昆布森から霧多布にかけて津波遡上高は違ってくる。1952 年十勝

沖地震の際、最も津波が大きかったのは厚岸湾内の仙鳳趾で 6.5ｍであった。さらに昆布

森で 5-4ｍ、門静で 4-3ｍ、床譚で 5ｍ、霧多布で 3ｍと釧路から東で 3ｍをこえる津波遡

上高が報告されている。この地域の 2003 年の津波遡上高は末広地区を除いて 1-2m であり
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1952 年の津波遡上高が明らかに大きい。 
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図２ 2003 年十勝沖地震の津波遡上高（黒丸）と 1952 年十勝沖地震の津波遡上高（赤丸）

の比較 

 

(d) 結論ならびに今後の課題 

1952 年十勝沖地震の津波遡上高は 2003 年十勝沖地震の津波遡上高に比べて釧路から東

（昆布森から霧多布の間）で明らかに大きい。これは 1952 年十勝沖地震の波源が 2003 年

十勝沖地震よりも東に延びている可能性を示唆している。1952 年当時と 2003 年では沿岸

構造物に差があり、この事実だけで 1952 年の津波を発生させた波源と 2003 年の波源の違

いを断定する事はできないが、これらを考え合わせ、この地域での詳細で高度な津波数値

計算を実施し、２つの地震の相違を検証する事が今後重要である。 
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